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２学期を迎えるにあたり 

校長 西田 良児 

夏休みが終わり、学校に子供たちの元気な声が戻ってきました。保護者の皆様

におかれましては、夏休み期間中、子供たちの健康管理や生活の見守りにご協力

いただき、感謝申し上げます。 

それぞれのご家庭で過ごした時間の中で、子供たちは様々な経験を積み、ひと

回り成長した姿を見せてくれると思います。小さな経験であっても、その一つ一

つの積み重ねこそが自信となり、次の挑戦へとつながっていきます。 

２学期は、学習活動や行事を通して、友だちや教職員と関わりを深めながら力

を発揮する機会が多くなります。本校が大切にしている「共生と貢献」の考えの

もと、一人一人の良さや可能性を大切にしながら、互いに認め合い、支え合う学

びを積み重ねてまいります。特に高等部の皆さんにとっては、自分の将来を見据

え、一歩踏み出す大切な学期となります。自分の良さを確かめ、できることを一

つずつ着実に積み重ねながら、自信をもって社会へとつながる力を育てていって

ほしいと願っています。 

まだ暑さの残る時期でもあります。引き続き、体調管理や安全面に十分配慮

しながら、安心して学べる環境づくりに努めてまいります。今学期も、子供たち

が「できた」「わかった」「楽しい」と感じられる毎日を重ねていけるよう、教

職員一同取り組んでまいります。保護者の皆様には、引き続き本校の教育活動へ

のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

夏休み期間中には、大きな災害が日本各地で発生しております。７月２８日に

は、令和８年熊本地震が発生甚大な被害に見舞われました。また、８月１３日に

は、大雨による大きな水害が千葉県を中心に生じております。被災された多くの

方にお見舞いを申し上げるとともに、一日も早い復興を祈念いたします。 


